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令和２年度 臨床研究テーマ成果報告書 

診療科（部）名：小児歯科 

第 3 期中期目標・中期計画期間中の臨床研究テーマについて該当するものにチェックを入

れてください。（塗りつぶし可） 

□１．口腔領域における新規組織再生・再建法の開発 

□２．高齢者の特性に配慮した口腔疾患の予防法・診断法・治療法の開発 

☑３．顎口腔機能の維持増進に関する研究 

□４．歯科医学臨床教育の質保証に関する研究 

□５．その他 

研究期間：平成 29 年〜 

研究課題名：日本人小児における歯年齢に関する調査 

研究課題の概要及び成果：小児歯科の臨床において、暦年齢と歯年齢を比較することは、

小児の口腔の成長と発達を診査する上で重要である。しかし、現在用いられている歯年齢

の基準には、欧米人のデータを元に作成されたものしかない。そこで、本研究では、日本

人小児における暦年齢と永久歯の発育段階を検討することとした。大阪大学歯学部附属病

院小児歯科と大阪府下の 3 歯科医院を受診した小児のうち、2019 年より過去 10 年間にお

いてパノラマエックス線写真撮影を行った 3 歳から 18 歳の日本人、各年齢男女 32 名ずつ

の合計 1024 名を対象とした。Haavikko (1970) の方法をもとに歯の発育段階を 11 ステージ

に分類し（図 1）、パノラマエックス線画像から上下顎 32 歯種ごとの発育段階を評価し、

各歯種における発育段階別平均年齢と年齢別発育段階（中央値）を算出した。その結果、

日本人の永久歯の発育を分析するために必要な最新の画像データを、年齢別、性別に大量

に収集することで、現代における日本人の歯年齢の算出方法を確立することができた（図

2）。今後、小児歯科臨床において、この歯年齢の算出方法を応用して、永久歯の発育段階

を診査し、口腔の成長と発達の状態を正確に診断することによって、健全な永久歯列の育

成に役立てたいと考えている。 

上記概要・成果に関連する図表等 
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当該臨床研究が「口の難病プロジェクト」に関連しているか否か下記のＢＯＸのいずれか

にチェックを付してください。（塗りつぶし可） 

□ 関連がある 

☑ 関連はない 

                    

 


